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平
成
24
年
第
１
回
定
例
会
は
２
月
21
日
に
招
集
さ

れ
３
月
23
日
ま
で
の
32
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

平
成
23
年
度
補
正
予
算
及
び
平
成
24
年
度
当
初
予

算
な
ど
が
審
議
さ
れ
議
案
36
件
、
請
願
２
件
、
陳
情

２
件
及
び
意
見
書
提
出
４
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議

会

費

○
市
議
会
議
員
費

　

１
億
４
５
８
９
万
９
千
円

　

議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償
、
共
済
費
な
ど
。

総

務

費

○
自
治
会
関
係
費

　

１
億
５
４
５
９
万
２
千
円

　

行
政
嘱
託
員
報
酬
、
自
治

会
集
会
施
設
等
整
備
事
業
補

助
金
な
ど
。

○
放
送
施
設
整
備
費

　

５
３
０
０
万
円

　

自
治
会
の
放
送
設
備
に
対

す
る
助
成
金
。

○
地
域
交
通
対
策
事
業
費

　

６
２
０
６
万
円

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
（
ひ

ま
わ
り
バ
ス
）
や
生
活
交
通

路
線
確
保
の
た
め
の
補
助
金

な
ど
。

民

生

費

○
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事

業
費

　

７
億
３
２
２
６
万
円

　

障
害
者
等
が
必
要
と
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
要
す
る

扶
助
費
な
ど
。

○
新
子
ど
も
手
当
支
給
事
業

費

　

５
億
９
９
０
６
万
４
千
円

　

中
学
生
ま
で
の
子
ど
も
を

対
象
に
し
た
手
当
支
給
に
要

す
る
扶
助
費
な
ど
。

○
保
育
対
策
等
促
進
事
業
費

　

５
４
７
９
万
８
千
円

　

延
長
保
育
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
私
立
保
育
園

（
所
）
が
開
所
時
間
を
延
長

し
運
営
す
る
こ
と
に
対
す
る

補
助
金
。

衛

生

費

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
費

　

１
億
５
９
５
万
４
千
円

　

０
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
助
成
に
要
す
る
扶
助

費
な
ど
。

○
不
快
害
虫
対
策
費

　

２
８
７
６
万
５
千
円

　

不
快
害
虫
ヤ
ン
バ
ル
ト
サ

カ
ヤ
ス
デ
の
駆
除
及
び
蔓
延

防
止
、
生
息
地
拡
大
を
抑
制

す
る
た
め
の
経
費
。

※�

薬
剤
の
購
入
方
法
に
つ
い

て
は
、
市
報
4
月
号
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

平成24年度当初予算　一般会計歳出
区　　　分 Ｈ24予算額（千円） Ｈ23予算額（千円） 増減額（千円） 増減率（%）

１	 議 会 費 193,468 226,560 △ 33,092 △ 14.6
２	 総 務 費 2,485,201 2,501,671 △ 16,470 △ 0.7
３	 民 生 費 6,145,276 6,070,874 74,402 1.2
４	 衛 生 費 2,397,251 1,872,411 524,840 28.0
５	 農林水産業費 1,748,227 1,427,271 320,956 22.5
６	 商 工 費 227,267 228,703 △ 1,436 △ 0.6
７	 土 木 費 1,887,011 1,605,611 281,400 17.5
８	 消 防 費 1,066,831 769,865 296,966 38.6
９	 教 育 費 2,183,642 3,297,242 △ 1,113,600 △ 33.8
10	 災 害 復 旧 費 1,784 1,784 0 0.0
11	 公 債 費 2,367,169 2,566,026 △ 198,857 △ 7.7
12	 諸 支 出 金 116,873 76,982 39,891 51.8
13	 予 備 費 10,000 10,000 0 0.0
歳　出　合　計 20,830,000 20,655,000 175,000 0.8

平成24年度 当初予算可決
一般会計歳出 208億3千万円

一
般
会
計
の
主
な
事
業
内
容

３
月
定
例
会
　

第
１
次
南
九
州
市
総
合
計
画
に
基
づ
い
た
予
算
が
提

案
さ
れ
、
議
会
は
住
民
主
体
の
立
場
に
立
っ
て
市
の
具

体
的
政
策
を
決
定
し
ま
し
た
。

対応に苦慮しているヤンバルトサカヤスデ
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農
林
水
産
業
費

○
活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災

営
農
対
策
事
業
（
茶
業
）

　

１
億
６
８
１
４
万
４
千
円

　

桜
島
の
降
灰
除
去
を
行
う

た
め
の
降
灰
除
去
施
設
整
備

に
対
す
る
補
助
金
。

○
茶
流
通
拠
点
施
設
整
備
推

進
事
業
費

　

１
６
４
万
４
千
円

　

お
茶
の
振
興
法
に
沿
っ
た

茶
業
の
振
興
方
策
の
研
究
事

業
に
取
り
組
む
経
費
。

○
基
盤
整
備
促
進
事
業
費

　

１
億
４
１
４
９
万
５
千
円

　

農
道
・
水
路
等
の
整
備
、

土
層
改
良
等
を
図
る
た
め
の

工
事
請
負
費
な
ど
。

土

木

費

○
道
路
維
持
費

　

２
億
４
４
８
５
万
４
千
円

　

市
道
等
の
維
持
管
理
及
び

局
部
的
な
改
良
・
舗
装
を
行

う
工
事
請
負
費
な
ど
。

○
市
道
単
独
整
備
事
業
費

　

４
億
１
１
７
８
万
１
千
円

　

春
向
谷
場
線
ほ
か
17
路
線

の
市
道
改
良
・
路
盤
整
備
を

行
う
工
事
請
負
費
な
ど
。

○
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付

金
（
地
域
住
宅
支
援
）
事

業
費

　

１
億
１
６
８
４
万
６
千
円

　

市
営
住
宅
を
整
備
・
改
修

し
、
住
環
境
の
整
備
を
図
る

た
め
の
工
事
請
負
費
な
ど
。

商

工

費

○
商
工
総
務
費（
一
般
経
費
）

　

４
７
９
０
万
３
千
円

　

商
工
業
振
興
の
た
め
の
空

き
店
舗
活
用
補
助
金
や
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
発
行
事

業
等
へ
の
補
助
金
な
ど
。

○
川
辺
仏
壇
振
興
費

　

６
１
２
万
４
千
円

　

川
辺
仏
壇
の
産
業
振
興
の

た
め
の
販
路
拡
大
補
助
金
や

後
継
者
へ
の
貸
付
金
な
ど
。

○
夢
・
風
の
里
ア
グ
リ
ラ
ン

ド
管
理
運
営
費

　

６
０
３
３
万
２
千
円

　

施
設
の
修
繕
料
や
指
定
管

理
者
へ
の
委
託
料
な
ど
。

消

防

費

○
広
域
消
防
組
合
費

　

６
億
６
９
２
万
９
千
円

　

南
薩
地
区
消
防
組
合
、
指

宿
地
区
消
防
組
合
へ
の
負
担

金
。

○
消
防
施
設
費（
一
般
経
費
）

　

８
４
２
２
万
９
千
円

　

消
防
水
利
や
施
設
・
資
機

材
な
ど
の
整
備
の
た
め
の
備

品
購
入
費
な
ど
。

○
災
害
対
策
費

　

２
億
７
５
８
１
万
５
千
円

　

防
災
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化

整
備
（
頴
娃
地
域
の
施
設
整

備
）
の
工
事
請
負
費
な
ど
。

教

育

費

○
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
事
業
費

・
松
山
小
学
校

　

２
億
４
５
７
１
万
２
千
円

　

校
舎
大
規
模
改
造
に
係
る

工
事
請
負
費
な
ど
。

・
宮
脇
小
学
校

　

１
３
５
７
万
２
千
円

　

校
舎
大
規
模
改
造
の
た
め

の
実
施
設
計
業
務
委
託
料
。

○
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
経
費

　

２
６
４
４
万
８
千
円

　

川
辺
中
学
校
及
び
知
覧
中

学
校
の
通
学
バ
ス
運
行
業
務

委
託
料
。

○
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
事

業
費

３
８
５
万
２
千
円

　

九
州
電
力
送
電
線
鉄
塔
新

設
工
事
に
伴
う
川
辺
町
堂
園

遺
跡
・
古
殿
諏
訪
古
陣
跡
の

発
掘
調
査
の
た
め
の
委
託
料

な
ど
。

○
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

費
（
一
般
経
費
）

　

１
億
６
０
９
５
万
７
千
円

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運

営
、
維
持
管
理
に
要
す
る
委

託
料
な
ど
。

サァー、茶つみの始まりだ

老朽化した防火水槽

改造工事が始まった松山小学校



4南九州議会だより　第18号　一般会計当初予算の審査

住
民
の
安
全

　
安
心
を
守
る

●
放
送
施
設
整
備
費

　

自
治
会
内
の
伝
達
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
放
送
設
備
整
備
に

対
す
る
助
成
。
ア
ナ
ロ
グ
簡

易
無
線
が
平
成
34
年
12
月
か

ら
使
用
で
き
な
く
な
る
た
め

年
次
的
に
更
新
を
推
進
し
て

い
く
も
の
で
あ
る
。

●
消
防
施
設
整
備
費

　

防
災
活
動
に
必
要
な
消
防

車
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載

車
の
更
新
や
防
火
水
槽
の
新

設
な
ど
で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

　

消
防
施
設
等
の
整
備
に
あ

た
っ
て
は
、
不
足
し
て
い
る

施
設
や
箇
所
に
つ
い
て
、
各

自
治
会
等
と
協
議
し
消
防
力

の
充
足
に
努
め
る
よ
う
と
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

●
バ
ス
対
策
事
業
費

　

交
通
弱
者
の
利
便
性
、
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
ひ

ま
わ
り
バ
ス
や
生
活
交
通
路

線
バ
ス
な
ど
、
交
通
手
段
の

確
保
を
図
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

23
年
度
と
比
較
し
減
額

と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

は
。

答　

鹿
児
島
交
通
の
鏡
石
湯

か
ら
枕
崎
高
校
前
ま
で
の
路

線
バ
ス
の
補
助
金
が
23
年
度

で
終
了
し
た
こ
と
に
よ
る
。

●
平
和
会
館
管
理
費

　

世
界
恒
久
の
平
和
に
寄
与

す
る
た
め
に
適
正
な
管
理
運

営
を
行
う
。

～
審
査
の
中
で
～

　

観
覧
客
が
安
全
か
つ
快
適

に
観
覧
で
き
る
よ
う
に
、
施

設
の
構
造
的
な
問
題
は
な
い

か
精
査
す
る
よ
う
と
の
意
見

が
出
さ
れ
た
。

●
川
辺
仏
壇
振
興
費

　

川
辺
仏
壇
は
地
域
の
主
要

な
産
業
の
一
つ
で
あ
り
、
仏

壇
産
業
後
継
者
育
成
制
度
の

拡
充
、
工
芸
品
創
作
技
術
コ

ン
ク
ー
ル
の
開
催
や
販
路
対

策
事
業
に
要
す
る
も
の
で
あ

る
。

●
あ
か
り
の
道
標
イ
ベ
ン
ト

事
業
費

　

市
内
各
地
や
自
治
会
等
が

主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
紙
灯

籠
や
ろ
う
そ
く
な
ど
を
提
供

す
る
も
の
で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

灯
籠
な
ど
を
提
供
す
る

基
準
は
。

答　

一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に

３
千
個
を
限
度
に
提
供
す

る
。
既
に
、
竹
灯
籠
な
ど
を

製
作
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
ろ
う
そ
く
を
提
供
し
て

い
く
。

●
武
家
屋
敷
西
郷
邸
管
理
運

営
費

　

西
郷
邸
庭
園
及
び
樹
木
管

理
、
清
掃
管
理
委
託
、
並
び

に
隣
接
す
る
土
地
の
購
入
に

要
す
る
も
の
で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

購
入
す
る
土
地
の
面
積

及
び
活
用
方
法
は
。

答　

面
積
は
、
９
２
６
㎡
で

活
用
に
つ
い
て
は
、
今
後
検

討
し
て
い
く
。

●
市
制
施
行
５
周
年
事
業
費

　

南
九
州
市
市
制
施
行
５
周

年
記
念
式
典
を
、
平
成
24
年

12
月
１
日
（
土
）
に
川
辺
文

化
会
館
で
実
施
す
る
も
の

で
、
郷
土
芸
能
や
市
民
歌
合

唱
、
５
年
間
の
出
来
事
Ｄ
Ｖ

Ｄ
上
映
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
展
な
ど
。

●
集
会
施
設
等
整
備
事
業
費

　

自
治
会
活
動
の
拠
点
で
あ

る
集
会
施
設
の
改
修
経
費
等

の
助
成
に
よ
り
、
住
民
の
負

担
軽
減
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
を
促
進
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
。

●
移
住
・
定
住
促
進
対
策
事

業
費

　

本
市
は
５
年
間
で
３
千
人

あ
ま
り
人
口
が
減
少
し
て
お

り
、
定
住
促
進
対
策
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
住
宅
取
得

補
助
や
市
内
の
空
屋
情
報
を

提
供
す
る
空
屋
バ
ン
ク
制

度
、
新
規
学
卒
者
の
た
め
の

企
業
見
学
や
企
業
へ
の
働
き

か
け
、
出
会
い
応
援
事
業
な

ど
に
要
す
る
も
の
で
あ
る
。

安
全
で
う
る
お
い
の
あ
る

生
活
環
境
づ
く
り

◆
総
務
常
任
委
員
会
の
審
査
◆

バリアフリー化を目指す平和会館

更新が待たれる野崎班の消防車
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福
祉
の
充
実

●
は
り
き
ゅ
う
等
施
術
料
助

成
事
業
費

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
60

歳
以
上
の
者
に
対
し
１
回
当

た
り
１
、０
０
０
円
を
年
間

25
回
を
限
度
に
助
成
す
る
も

の
で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

助
成
対
象
年
齢
を
70
歳

以
上
か
ら
60
歳
以
上
と
拡
充

し
た
理
由
は
。

答　

幅
ひ
ろ
く
健
康
増
進
を

図
る
た
め
、
対
象
者
の
年
齢

を
引
き
下
げ
た
。

教
育
施
設
の
充
実

●
学
校
施
設
整
備
事
業
費

・
小
学
校
施
設
管
理
費

８
２
９
８
万
７
千
円

・
松
山
小
学
校

　

２
億
４
５
７
１
万
２
千
円

・
川
辺
小
学
校６

４
万
７
千
円

・
宮
脇
小
学
校

１
３
５
７
万
２
千
円

●
中
学
校
施
設
管
理
費

３
７
０
５
万
４
千
円

●
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
行
費

２
６
４
４
万
８
千
円

●
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
運
営

費
（
一
般
経
費
）

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
運

営
及
び
維
持
管
理
を
行
う
た

め
の
経
費
で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

統
合
に
よ
る
維
持
管
理

経
費
の
節
減
効
果
は
。

答　

施
設
が
大
き
く
な
っ
た

こ
と
に
伴
い
、
ガ
ス
代
が
月

１
４
０
万
円
程
度
、
電
気
代
が

月
１
２
０
万
円
程
度
と
な
り
、

統
合
前
22
年
度
と
比
較
す
る

と
、
光
熱
水
費
・
燃
料
費
を
合

わ
せ
て
約
２
０
０
０
万
円
増
加

し
て
い
る
。

問　

ガ
ス
代
が
増
加
し
た
理

由
は
。

答　

給
食
セ
ン
タ
ー
衛
生
管

理
基
準
に
よ
り
調
理
場
内
を

25
度
以
下
に
保
ち
害
虫
や
細

菌
の
繁
殖
を
抑
え
る
た
め
、

蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
窯
に
変
更
し

た
こ
と
が
大
き
な
要
因
で
あ

る
。衛

生
環
境
の
充
実

●
環
境
保
全
公
害
対
策
費

　

住
民
か
ら
の
苦
情
や
公
害

防
止
に
伴
う
水
質
、
悪
臭
等

の
検
査
を
実
施
す
る
経
費
で

あ
る
。～

審
査
の
中
で
～

問　

昨
年
建
設
さ
れ
た
で
ん

ぷ
ん
工
場
の
悪
臭
が
酷
い
と

い
う
声
が
あ
る
が
、
調
査
し

た
か
。

答　

昨
年
11
月
に
気
温
の
低

下
に
よ
り
匂
い
が
強
く
な
る

夕
方
に
臭
気
検
査
を
実
施
し

た
結
果
、
特
定
悪
臭
物
質
22

項
目
中
、
硫
化
水
素
、
ノ
ル

マ
ル
酪
酸
、
ノ
ル
マ
ル
吉
草

酸
の
３
項
目
が
県
の
公
害
防

止
条
例
の
基
準
を
超
え
て
い

る
。
ま
た
、
人
が
匂
い
を
強

く
感
じ
る
臭
気
指
数
を
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
高
い
数
値
が

出
た
こ
と
か

ら
、
Ｊ
Ａ
に

改
善
の
指
導

を
行
い
改
善

計
画
が
提
出

さ
れ
た
。

●
清
掃
総
務

費
（
一
般

経
費
）

　

指
宿
広
域

市
町
村
圏
組

合
及
び
南
薩

地
区
衛
生
管

理
組
合
へ
の

負
担
金
が
主

で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

昨
年
と
比
較
す
る
と
約

５
億
円
増
額
し
て
い
る
が
、

理
由
は
。

答　

頴
娃
地
域
に
設
置
す
る

管
理
型
最
終
処
分
場
建
設
工

事
と
、
内
鍋
清
掃
セ
ン
タ
ー

及
び
川
辺
清
掃
セ
ン
タ
ー
の

延
命
措
置
の
た
め
の
改
修
に

要
す
る
経
費
が
主
な
要
因
で

あ
る
。

●
浄
化
槽
設
置
事
業
費

　

生
活
雑
排
水
に
よ
る
公
共

用
水
域
の
水
質
汚
濁
防
止
の

た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
に
対
す
る
補
助
金
で
あ

る
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

設
置
に
対
す
る
新
た
な

補
助
額
加
算
に
つ
い
て

答　

河
川
の
水
質
保
全
に
は

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
が

有
効
と
判
断
し
、
合
併
処
理

浄
化
槽
へ
の
更
新
を
促
す
た

め
24
年
度
か
ら
市
単
独
の
上

乗
せ
助
成
を
行
う
。

心
の
豊
か
さ
と
創
造
力
を
育
む

教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

◆
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
の
審
査
◆

管理型処分場概要

衛生管理が整っている給食センター
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農
林
水
産
業
の
振
興

●
農
業
人
材
育
成
事
業
費

　

本
市
農
業
を
担
う
人
材
の

育
成
・
確
保
を
図
る
た
め
、

後
継
者
、
新
規
参
入
者
に
対

し
、
農
業
後
継
者
育
成
確
保

奨
励
金
を
交
付
す
る
も
の
で

24
年
度
か
ら
年
額
30
万
円
を

一
括
交
付
す
る
も
の
で
あ

る
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

青
年
就
農
給
付
金
の
給

付
要
件
は
。

答　

年
齢
が
原
則
45
歳
未
満

で
農
地
及
び
機
械
等
を
所
有

し
て
お
り
、
本
人
が
生
産
物

を
出
荷
し
経
営
収
支
を
通
帳

等
で
管
理
し
て
い
る
こ
と
。

●
茶
流
通
拠
点
施
設
整
備
推

進
事
業
費

　

お
茶
振
興
法
に
沿
っ
た
本

市
の
茶
業
振
興
策
を
推
進
す

る
た
め
の
銘
柄
統
一
、
茶
流

通
拠
点
施
設
整
備
、
品
質
向

上
及
び
消
費
拡
大
な
ど
の
協

議
に
要
す
る
経
費
で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

　

委
員
か
ら
、
銘
柄
統
一
に

あ
た
っ
て
は
、
品
質
の
均
一

化
が
重
要
で
あ
り
、
品
質
向

上
に
向
け
た
お
茶
の
管
理
と

今
後
は
行
政
が
主
導
し
て
茶

農
家
の
理
解
を
得
て
統
一
を

図
る
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ

れ
た
。

社
会
基
盤
の
整
備

●
街
路
整
備
事
業
費

　

知
覧
本
通
り
線
の
清
流
溝

改
修
を
計
画
的
に
行
い
、
良

好
な
景
観
形
成
と
適
正
な
維

持
管
理
を
図
る
。

～
審
査
の
中
で
～

問　

清
流
溝
に
設
置
す
る
魚

巣
の
工
法
は
。

答　

魚
巣
は
、
舗
道
部
に
設

置
し
蓋
板
と
し
て
グ
レ
ー
チ

ン
グ
を
計
画
し
て
い
る
。

　

委
員
か
ら
観
光
客
の
通
行

が
多
い
こ
と
か
ら
グ
レ
ー
チ

ン
グ
部
分
が
履
物
等
に
支
障

を
与
え
な
い
よ
う
安
全
な
歩

行
を
確
保
す
る
よ
う
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

●
公
共
用
地
取
得
業
務
事
業
費

　

南
薩
縦
貫
道（
知
覧
道
路
）

の
用
地
交
渉
経
費
及
び
用
地

費
・
補
償
費
で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

　

委
員
か
ら
仮
称
知
覧
北
イ

ン
タ
ー
は
立
体
交
差
と
な
る

が
、
仮
称
知
覧
イ
ン
タ
ー
の

立
体
交
差
に
つ
い
て
も
県
に

強
く
要
望
す
る
よ
う
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

●
公
園
管
理
費

　

馬
事
公
苑
の
維
持
管
理
、

二
松
台
公
園
の
プ
ー
ル
埋
設

及
び
駐
車
場
整
備
に
要
す
る

経
費
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
離
着
陸
場
所
に

指
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
救
急

車
の
進
入
路
の
舗
装
工
事
な

ど
に
要
す
る
経
費
で
あ
る
。

～
審
査
の
中
で
～

　

委
員
か
ら
、
救
急
車
が
今

後
進
入
す
る
こ
と
も
考
え
る

と
、
出
入
口
が
現
在
の
ま
ま

で
は
狭
い
こ
と
か
ら
広
げ
る

こ
と
も
検
討
す
べ
き
と
の
意

見
が
出
さ
れ
た
。

●
道
路
維
持
費

　

市
道
及
び
県
か
ら
管
理
事

務
移
譲
さ
れ
た
知
覧
地
域
の

国
・
県
道
の
維
持
管
理
に
要

す
る
経
費
で
新
規
に
乗
用
大

型
草
払
機
の
備
品
購
入
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。

安
心
・
安
全
な
食
の
提
供
と

未
来
を
支
え
る
農
業
の
ま
ち
づ
く
り

◆
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
審
査
◆

お茶の
銘柄統一に
大きな
第一歩

ドクターヘリの離着陸場所に指定された二松台公園入口

1日も早い銘柄統一を
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国
民
健
康
保
険
事
業
は
赤
字
で
非
常
事
態
。

　
　
ど
う
す
る
市
民
の
健
康
づ
く
り
‼

国
民
健
康
保
険
事
業

●
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費

　

35
億
２
１
１
７
万
６
千
円

　

医
療
費
の
う
ち
自
己
負
担

額
を
除
い
た
額
を
国
保
連
合

会
を
通
じ
て
保
険
医
療
機
関

に
支
払
う
給
付
費
。

●
一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費

　

５
億
３
２
６
９
万
７
千
円

　

医
療
費
の
自
己
負
担
額
の

う
ち
、
自
己
負
担
限
度
額
を

超
え
る
額
を
支
給
す
る
も

の
。

※�

国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
は
赤
字
財

政
の
た
め
一
般
会
計

か
ら
財
源
不
足
分
の

１
億
６
５
３
９
万
７
千
円

の
繰
入
を
行
っ
て
補
填
し

て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療

●
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
納
付
金

　

５
億
２
４
７
８
万
５
千
円

　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
か
ら
納
付
さ
れ
る
保
険
料

と
保
険
基
盤
安
定
負
担
金
を

県
広
域
連
合
に
納
め
る
納
付

金
。

介
護
保
険
事
業

●
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

　

12
億
６
０
０
万
円

　

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
保
険
者
負
担
分
で
あ
る

９
割
を
国
保
連
合
会
へ
支
払

う
も
の
で
あ
る
。

●
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ

ス
給
付
費

　

４
億
８
０
０
万
円

　

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
の
保
険
者
負
担
分

で
あ
る
９
割
を
国
保
連
合
会

へ
支
払
う
も
の
で
あ
る
。

●
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

　

18
億
円

　

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
の
保
険
者
負
担
分
で
あ
る

９
割
を
国
保
連
合
会
へ
支
払

う
も
の
で
あ
る
。

簡
易
水
道
事
業

●
施
設
管
理
費（
一
般
経
費
）

　

７
４
６
８
万
６
千
円

　

水
道
水
安
定
供
給
の
た
め

各
施
設
の
維
持
管
理
を
図
る

経
費
。

●
建
設
改
良
費

　

２
億
４
６
６
３
万
円

　

安
定
し
た
水
道
供
給
の
た
め

に
行
う
改
良
工
事
等
の
経
費
。

農
業
集
落
排
水
事
業

●
知
覧
垂
水
維
持
管
理
費

　

３
２
３
万
１
千
円

　

知
覧
垂
水
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
維
持
管
理
費
な
ど
。

●
川
辺
東
部
維
持
管
理
費

　

８
１
４
万
５
千
円

　

川
辺
東
部
農
業
集
落
排
水

処
理
場
の
維
持
管
理
費
な

ど
。公

共
下
水
道
事
業

●
浄
化
セ
ン
タ
ー
維
持
管
理
費

　

２
１
７
６
万
２
千
円

　

知
覧
中
央
浄
化
セ
ン
タ
ー

の
維
持
管
理
委
託
料
な
ど
。

●
管
渠
及
び
排
水
設
備
維
持

管
理
費

　

１
０
３
４
万
４
千
円

　

知
覧
中
央
処
理
区
域
内
の

管
渠
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ

の
維
持
管
理
委
託
料
な
ど
。

水
　
道
　
事
　
業

●
源
水
及
び
浄
水
費

　

６
０
３
４
万
９
千
円

　

取
水
、
浄
水
、
送
水
等
の

維
持
に
係
る
経
費
。

●
配
水
及
び
給
水
費

　

２
８
３
７
万
２
千
円

　

配
水
池
、
配
水
管
、
中
継

ポ
ン
プ
等
の
維
持
管
理
費
。

区　　　　　　分 H24予算額（千円） H23予算額（千円） 増減額（千円） 増減率（％）

特別会計

国民健康保険事業 6,559,000 6,181,000 378,000 6.1

後 期 高 齢 者 医 療 526,600 498,900 27,700 5.6

介 護 保 険 事 業 4,408,000 4,307,000 101,000 2.3

簡 易 水 道 事 業 526,600 427,400 99,200 23.2

農業集落排水事業 76,100 76,100 0 0

公 共 下 水 道 事 業 195,400 203,200 △ 7,800 △ 3.8

企業会計 水道事業
（収益的支出） 309,962 313,420 △ 3,458 △ 1.1

（資本的支出） 149,727 346,801 △ 197,074 △ 56.8

総　　　　　　額 12,751,389 12,353,821 397,568 3.2

特
別
会
計
の
主
な
事
業
内
容

特　別　会　計		・		企　業　会　計

川辺東部農業集落排水処理場
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総

務

費

●
電
算
費
（
一
般
経
費
）

△
１
０
５
７
万
７
千
円

　

電
算
機
器
等
の
シ
ス
テ
ム

リ
ー
ス
料
の
執
行
額
確
定
見

込
に
よ
り
使
用
料
な
ど
を
減

額
す
る
も
の
で
あ
る
。

衛

生

費

●
清
掃
総
務
費（
一
般
経
費
）

７
４
４
７
万
７
千
円

　

一
部
事
務
組
合
の
決
算
額

確
定
に
よ
り
負
担
金
を
減
額

す
る
も
の
で
あ
る
。

民

生

費

●
子
ど
も
手
当
支
給
事
業
費

△
２
億
９
０
４
３
万
１
千
円

　

平
成
23
年
10
月
か
ら
の
法

改
正
に
よ
り
扶
助
費
な
ど
を

減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

農
林
水
産
業
費

●
県
営
土
地
改
良
事
業
費

４
４
９
３
万
５
千
円

　

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事

業
の
頴
娃
中
部
西
１
期
及
び

２
期
地
区
の
事
業
費
の
増
額

に
よ
り
負
担
金
を
増
額
す
る

も
の
で
あ
る
。

商

工

費

●
商
工
総
務
費（
一
般
経
費
）

△
８
３
５
万
４
千
円

　

商
工
振
興
資
金
利
子
補
給

事
業
の
借
入
額
確
定
に
よ
り

補
助
金
を
減
額
す
る
も
の
で

あ
る
。土

木

費

●
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

費

△
４
２
０
万
円

　

県
単
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事
業
の
上
出
２
地
区
の
登
記

事
務
が
難
航
し
、
一
部
工
事

に
着
手
で
き
な
か
っ
た
た
め

工
事
請
負
費
を
減
額
す
る
も

の
で
あ
る
。

教

育

費

●
学
校
施
設
環
境
改
善
交
付

金
事
業
費（
神
殿
小
学
校
）

２
億
４
１
３
７
万
８
千
円

　

平
成
24
年
度
実
施
予
定
の

耐
震
化
事
業
が
国
の
23
年
度

３
次
補
正
予
算
に
採
択
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
工
事
請
負
費

な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
る
。

災
害
復
旧
費

●
災
害
復
旧
事
業
費

△
１
３
７
万
９
千
円

　

農
業
用
施
設
の
事
業
費
確

定
に
伴
い
工
事
請
負
費
な
ど

の
減
額
が
主
な
も
の
で
あ

る
。

諸
支
出
金

●
財
政
調
整
基
金
費

３
億
円

　

市
財
政
の
健
全
な
運
営
に

資
す
る
た
め
積
立
金
を
増
額

す
る
も
の
で
あ
る
。

●
学
校
整
備
積
立
基
金
費

２
億
１
２
５
７
万
３
千
円

　

学
校
の
整
備
を
図
る
た
め

積
立
金
を
増
額
す
る
も
の
で

あ
る
。

財
政
調
整
基
金
・
学
校
整
備
積
立
基
金
な
ど
総
額
６
億
２
７
５
５
万
円
を
補
正
し

ま
し
た
。
主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

学校施設環境改善交付金
事業費など6億2,755万円

耐震化事業が行われる神殿小

県営畑かん事業により整備される農道



9 南九州議会だより　第18号　補正予算・人事案件

髙
吉　
　

敬　
氏

頴
娃
町　

牧
之
内

※�

任
期
は
、
市
が
議
会
の
意

見
を
求
め
法
務
大
臣
に
推

薦
し
法
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

●
工
事
請
負
者

　

田
川
・
堀
之
内
特
定
建
設

　

工
事
共
同
企
業
体

●
代
表
者

　

南
九
州
市
知
覧
町　

永
里

５
１
６
３
番
地

　

株
式
会
社　

田
川
組

●
工　

期

　

平
成
24
年
３
月
23
日
か
ら

　

平
成
24
年
10
月
31
日
ま
で

●
請
負
金
額

　

１
億
５
５
９
２
万
５
千
円

一 会般 計
特
別
会
計

23年度
3月補正

国
民
健
康
保
険
事
業

９
８
８
１
万
２
千
円

●
一
般
被
保
険
者
療
養
給
付

費

７
０
０
０
万
円

　

一
般
被
保
険
者
の
療
養
給

付
費
に
不
足
が
見
込
ま
れ
る

た
め
増
額
す
る
も
の
で
あ

る
。介

護
保
険
事
業

△　

６
２
２
２
万
円

　

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ

ス
利
用
等
が
当
初
見
込
み
よ

り
少
な
い
た
め
の
減
額
。

簡
易
水
道
事
業

△　

５
３
１
万
３
千
円

　

事
業
費
の
確
定
に
伴
う
経

費
の
減
額
。

公
共
下
水
道
事
業

１
４
万
６
千
円

　

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金

の
増
額
。

松
尾　

壽
男　
氏

頴
娃
町　

別
府

任
期　

24
年
２
月
26
日
か
ら
28
年
２
月
25
日
ま
で

長
野　

幸
男　
氏

知
覧
町　

塩
屋

石
本　

健
一　
氏

川
辺
町　

田
部
田

上
野　

睦
郎　
氏

頴
娃
町　

郡　

門
園　

博
徳　
氏

知
覧
町　

瀬
世

市
坪　

政
昭　
氏

知
覧
町　

郡　

大
迫　

茂
子　
氏

頴
娃
町　

別
府

吉
永　

正
博　
氏

川
辺
町　

小
野

※
議
長
指
名
に
よ
る
指
名
推
選

◆
人
権
擁
護
委
員
◆

◆
選
挙
管
理
委
員
補
充
員
◆

◆
選
挙
管
理
委
員
◆

人

事

案

件

松
山
小
学
校
校
舎
大

規
模
改
造
工
事
請
負

契
約
の
締
結



10南九州議会だより　第18号　条例の改正

条 

例 

の 

改 

正

　財政の健全化の一環として、市長、
副市長、教育長の平成24年４月１日
から平成25年３月31日までの給料月
額を下記のとおり改正しました。

市　長　　744,300円（10％減額）
副市長　　618,400円（５％減額）
教育長　　594,600円（３％減額）

この条例は平成24年４月１日から施行
されます。

　仏壇産業後継者育成制度における新規後継
者への資金貸与額を月３万円から５万円に拡
充するため改正しました。
この条例は平成24年４月１日から施行されます。

　鹿児島県への職員派遣に伴い、地域手当及
び単身赴任手当の支給が見込まれることから
これらの規定を追加しました。
この条例は平成24年４月１日から施行されます。

　市内全ての地区（校区）公民館の休館日を
12月29日から翌年の１月３日、祝日、及び毎
週日曜日に統一しました。また、社会教育法
の一部改正により、これまで社会教育法で規
定されていた公民館運営審議会委員の任命基
準を、本条例で定めました。

この条例は平成24年４月１日から施行されます。

　図書館法の改正に伴い、これまで図書館法

で規定されていた図書館協議会委員の任命基

準を本条例で定めました。

この条例は平成24年４月１日から施行されます。

　保護者の負担軽減を図るため、対象年齢を
12歳未満から中学生までに引き上げ、名称を
乳幼児医療費助成から子ども医療費助成に改
正しました。
この条例は平成24年６月１日から施行されます。

　地区内の医師会より、学校・幼稚園医等の
報酬が、南さつま市と差違があるため均衡を
図ってほしいとの要望を受け改正するもので
す。
この条例は平成24年４月１日から施行されます。

特別職の給料等減額
南九州市長及び副市長の給与等に関する条例
南九州市教育長の給与・勤務時間等に関する条例

地区（校区）公民館の休館日統一
南九州市公民館条例

　図書館協議会委員の
任命規定を追加　

南九州市図書館条例

仏壇産業後継者の資金貸与額を拡充
南九州市仏壇産業後継者育成確保資金貸与条例

職員の給与に関する条例改正
南九州市職員の給与に関する条例

子ども医療費助成を拡充
南九州市子ども医療費助成条例

報酬及び費用弁償等の改正
南九州市報酬及び費用弁償等に関する条例

高田校区公民館



11 南九州議会だより　第18号　陳情・請願

◎�川内原発増設計画の撤回などを求める
陳情書

提出者：南九州市知覧町郡4740番地13
　　　　日高　四郎

　東北地方太平洋沖地震とそれによる津波がもた
らした福島第一原子力発電所事故において、放射
性物質の拡散をはじめとする様々な問題が引き起
こされており、原子力に頼らない社会を目指すべ
きであるという趣旨から、川内原発３号機増設計
画への同意を白紙撤回すること。川内原発１・２
号機の定期検査後の稼働については、安全対策が
構築されるまで再開しないことを要請する。

●�手続きを凍結している川内原発３号機増設計画
への同意を白紙撤回すること。
●�川内原発１・２号機の定期検査後の稼働につい
ては、抜本的な安全対策が構築されるまで再開
しないこと。

提出先：鹿児島県知事

＊　　　＊　　　＊　　　＊

◎�陸上空母離着陸訓練施設の馬毛島への
移設反対を求める陳情書

提出者：南九州市知覧町郡4210番地83
　　　　赤崎　盛彦

　西之表市及び３町（熊毛地域）の首長及び議会
が反対を表明しているにもかかわらず、政府が米
国と共同文書に「馬毛島が米軍の空母艦載機離着
陸訓練の恒久的な施設として使用されることにな
る」と明記したことは、地元の意思を無視するも
のであり、また、訓練による騒音など環境に与え
る影響も懸念されるという趣旨から、馬毛島への
移設について反対する。

　政府におかれては、地元の意向を踏まえ、陸上
空母離着陸訓練施設をはじめとする全ての米軍関
連施設並びに自衛隊施設整備と併せた陸上空母離
着陸訓練の馬毛島への移設計画を即時撤回するよ
う、強く要請する。

提出先：内閣総理大臣ほか関係機関

◎�公的年金の改悪に反対する意見書提出
を求める請願

提出者：南九州市川辺町田部田2983番地１
　　　　全日本年金者組合　南九州支部
　　　　執行委員長　芝原　仁

　政府は税と社会保障の一体改革の中で、平成12
年度から14年度までマイナスの物価スライドを行
わず、特例措置により年金額を据え置いたことで、
本来の年金額より2.5％高い特例水準で支払われて
いるとして、本年度から26年度までの３年間で年
金額2.5％を引き下げる改正法案の撤回を国に対し
働きかけることを請願する。

　この法案が成立すれば、老齢年金受給者だけで
なく障害年金及び遺族年金受給者の生活や地域経
済に深刻な影響を及ぼすことが危惧され、年金受
給者の生活を守る立場や地域経済を活性化する立
場からも特例水準2.5％の引き下げを行わないよう
強く要望する。

提出先：内閣総理大臣ほか関係機関

＊　　　＊　　　＊　　　＊

◎�TPP（環太平洋戦略的経済連携協定）の
参加に反対する請願

提出者：南九州市川辺町下山田2276番地２
　　　　「住みよい南九州市を考える会」
　　　　代表　大倉野　由美子

　ＴＰＰに参加することになれば、農林水産物輸
入の完全自由化により農林水産省の試算では、米
の生産は９割減少し、食料自給率は40％から13％
へ低下するとされており、農林水産業や地域社会
は壊滅的な打撃を受け、国土や環境も荒廃するこ
とが懸念され、特に本県及び本市においては農業
をはじめ、くらし全般に多大な影響を与える。現
在求められることは食料を外国に委ねるのではな
く、40％に満たない食料自給率を向上させる方向
に踏み出すべきであり、ＴＰＰに参加しないよう
国に対し働きかけることを要望する。

　ＴＰＰに参加することになれば本市の基幹産業
である農業が壊滅的な状況に陥るにとどまらず、
医療、保健、労働等あらゆる分野に深刻な打撃を
与えると考えることから、ＴＰＰ（環太平洋戦略
的経済連携協定）に参加しないように強く要望す
る。

提出先：内閣総理大臣ほか関係機関

請 願/採 択 陳 情/採 択

意  見  書意  見  書

意  見  書

意  見  書
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蓮
子　

消
防
団
は
指
宿
地
区

消
防
組
合
と
南
薩
地
区
消
防

組
合
に
分
割
さ
れ
、
隣
接
地

に
も
出
場
が
許
可
さ
れ
て
い

な
い
。
今
後
、
住
民
の
貴
重

な
生
命
、
財
産
を
守
る
た
め

の
負
託
に
ど
の
よ
う
に
応
え

る
つ
も
り
か
。

市
長　

現
在
、
隣
接
地
で
も

火
災
発
生
時
に
管
轄
地
域
以

外
の
分
団
へ
の
出
動
要
請
は

南九州議会だより　第18号　一般質問

竹
迫　

当
初
予
算
の
川
辺
小

運
動
場
の
照
明
施
設
の
必
要

性
は
。
ま
た
、
未
設
置
の
市

内
全
校
に
照
明
施
設
を
整
備

す
る
考
え
は
。

教
育
長　

川
辺
小
校
区
民
の

強
い
要
望
に
応
え
た
も
の

し
て
い
な
い
が
、
各
方
面
隊

各
分
団
の
出
動
要
請
は
可
能

で
あ
る
と
両
消
防
組
合
に
確

認
を
し
て
お
り
、
市
消
防
関

係
者
に
よ
る
協
議
会
の
中
で

議
題
と
し
て
協
議
を
し
て
い

き
た
い
。

国
道
2
2
6
号
道
路
整

備
に
つ
い
て

市
長
／
強
く
要
望
し
た
い

蓮
子　

頴
娃
地
域
長
崎
自
治

会
内
の
国
道
２
２
６
号
は
非

常
に
危
険
を
感
じ
る
。
現
場

診
断
等
に
よ
り
様
々
な
検
討

を
行
い
、
課
題
が
見
え
た
と

思
う
が
、
道
路
管
理
者
に
対

し
て
改
善
を
強
く
要
請
す
る

考
え
は
な
い
か
。

市
長　

長
崎
自
治
会
内
の
国

道
２
２
６
号
の
歩
道
設
置
に

つ
い
て
は
、
自
治
会
か
ら
の

要
望
書
を
県
及
び
警
察
署
に

提
出
し
、
県
は
、
24
年
度
当

初
予
算
に
調
査
設
計
費
を
計

上
予
定
で
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。
市
と
し
て
も
、
早
期
整

備
に
向
け
県
及
び
警
察
に
強

く
要
望
し
て
い
き
た
い
。

消
防
団
活
動
に
つ
い
て

市
長
／
今
後
協
議
を
し
て
い
き
た
い

消　防

川
辺
小
運
動
場
へ
の

設
置
の
必
要
性
は

教
育
長
／
校
区
民
の
強
い
要
望
で
設
置

照明施設

14人が
登壇

竹迫　　毅		議員 蓮子　幹夫		議員

消防団による火災訓練



13 南九州議会だより　第18号　一般質問

田
畑　

東
日
本
大
震
災
の
被

災
者
に
対
す
る
受
け
入
れ
体

制
を
問
う
。
ま
た
、
定
住
促

進
に
も
繋
が
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
放
射
能

を
懸
念
し
て
い
る
被
災
者
等

の
受
け
入
れ
体
制
を
強
化
す

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

地
震
で
被
害
を
受
け

た
人
や
放
射
能
に
よ
る
避
難

地
域
の
住
民
を
対
象
に
、
市

営
住
宅
６
戸
を
準
備
し
て
い

る
が
、
現
在
ま
で
入
居
希
望

が
な
い
。

　

ま
た
、
放
射
能
被
害
を
懸

念
し
て
移
住
を
さ
れ
る
方
に

つ
い
て
は
、
空
き
家
バ
ン
ク

や
移
住
定
住
促
進
対
策
補
助

な
ど
に
よ
り
支
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

田
畑　

被
災
者
に
こ
だ
わ
ら

ず
放
射
能
被
害
を
懸
念
し
て

い
る
人
に
対
し
て
幅
広
く
受

け
入
れ
は
出
来
な
い
か
。

市
長　

受
け
入
れ
に
つ
い
て

は
、
他
の
自
治
体
等
の
補
助

を
研
究
を
し
な
が
ら
行
っ
て

い
く
。

　

ま
た
仕
事
が
一
番
で
す
か

ら
、
雇
用
の
場
も
拡
大
し
な

が
ら
優
遇
措
置
に
つ
い
て
研

究
を
し
て
い
き
た
い
。

で
、
日
本
の
平
均
寿
命
は
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
あ
り
、

今
後
健
康
寿
命
を
高
め
る
こ

と
が
課
題
。
教
育
委
員
会
は

「
健
や
か
ス
ポ
ー
ツ
１
０
０

日
運
動
」を
推
進
し
て
お
り
、

今
後
、
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
条
件
整
備
に
努
め
た

い
。

　

未
設
置
の
学
校
に
は
、
校

区
民
の
要
望
を
受
け
て
設
置

の
判
断
を
し
て
い
き
た
い
。

竹
迫　

近
く
の
諏
訪
運
動
公

園
の
利
用
が
で
き
た
の
で
は

な
い
か
。

教
育
長　

諏
訪
運
動
公
園
の

利
用
調
整
会
議
で
検
討
し
た

が
無
理
で
あ
っ
た
。

竹
迫　

川
辺
は
全
校
設
置
、

頴
娃
、
知
覧
は
別
府
小
だ

け
。
市
の
一
体
化
の
た
め
に

も
、
こ
の
こ
と
を
市
民
に
周

知
し
、
頴
娃
、
知
覧
よ
り
要

望
が
あ
れ
ば
、
補
正
で
で
も

対
応
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う

か
。

市
長　

バ
ラ
ン
ス
を
と
る
意

味
で
も
頴
娃
、
知
覧
か
ら
要

望
が
あ
れ
ば
整
備
し
て
い
き

た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・�

旧
町
間
を
結
ぶ
市
道
の
計

画
的
整
備

田畑浩一郎		議員

大 

震 

災

東日本大震災の被災者
受け入れ体制は
市長／研究をしていく

照明施設が出来る川辺小

受入予定の市営住宅（御領）
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深
町　

ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ

ス
デ
が
市
内
各
地
で
ま
ん
延

し
、
市
民
は
薬
剤
散
布
と
清

掃
に
大
変
苦
労
し
て
い
る

が
、
現
況
と
対
策
を
問
う
。

市
長　

平
成
22
年
10
月
に
は

新
た
に
川
辺
地
区
に
大
発
生

が
見
ら
れ
、
昨
年
末
現
在
で

生
息
地
域
は
66
地
区
、
面
積

の
約
17
％
を
占
め
て
い
る
。

　

大
量
発
生
し
た
地
域
を
中

心
に
大
規
模
な
薬
剤
散
布
を

行
う
。

勝
目
交
差
点
改
修
に
　

　
　
　
　
　
　
つ
い
て

市
長
／ 

一
部
工
事
に
着
手

深
町　

本
年
2
月
に
一
部
工

西　

合
併
後
４
年
経
過
し
た

が
、
人
と
物
の
交
流
は
進
ん

で
い
な
い
。
人
と
物
の
交
流

を
図
る
旧
３
町
間
を
結
ぶ
幹

線
道
路
の
整
備
方
針
と
幹
線

道
路
の
市
民
へ
の
周
知
が
必

要
と
考
え
る
が
対
応
を
問

う
。

事
に
着
手
し
て
い
る
勝
目
交

差
点
改
修
に
つ
い
て
は
用
地

交
渉
難
航
を
理
由
に
、
平
成

22
年
3
月
議
会
に
お
い
て
全

市
長　

幹
線
道
路
の
整
備

は
、
市
内
外
の
交
流
や
市
民

の
交
流
を
図
る
た
め
に
重
要

な
整
備
で
あ
り
計
画
的
に
進

め
る
。
ま
た
、
市
民
へ
の
周

知
は
道
路
台
帳
統
合
整
備
事

業
が
24
年
度
に
完
了
す
る
の

で
、
幹
線
道
路
網
図
を
作
成

し
各
自
治
会
等
へ
周
知
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
の
人
口
対
策
は

市
長
／ 

多
用
な
施
策
を
展

開
し
た
い

西　

人
口
は
合
併
前
と
比
較

事
業
費
を
減
額
し
た
が
、
現

在
国
に
お
い
て
一
部
事
業
に

着
手
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

の
経
緯
を
問
う
。

市
長　

国
に
お
い
て
こ
れ
以

上
の
事
業
の
延
期
が
認
め
ら

れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
設

計
変
更
を
行
い
本
年
2
月
に

一
部
工
事
に
着
手
し
、
平
成

24
年
度
の
完
成
予
定
で
あ

る
。

し
、
２
、
６
０
０
人
余
り
減

少
し
て
い
る
が
今
後
の
対
策

と
取
り
組
み
を
問
う
。

市
長　

定
住
を
進
め
る
た
め

企
業
誘
致
促
進
補
助
金
制
度

を
拡
充
し
雇
用
の
場
の
拡
大

を
図
り
、
医
療
費
助
成
の
対

象
を
12
歳
未
満
か
ら
中
学
生

ま
で
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ

る
子
育
て
支
援
、
新
卒
者
を

対
象
に
し
た
企
業
見
学
会
や

結
婚
を
希
望
す
る
方
を
対
象

に
出
会
い
の
場
の
提
供
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
多

種
多
様
な
施
策
を
展
開
し
た

い
。

現
況
と
対
策
を
問
う

市
長
／
大
規
模
な
薬
剤
散
布
を
行
う

ヤンバルトサカヤスデ

道
路
整
備

幹線道路の整備方針と
市民への周知は
市長／計画的に進め道路網図で周知
　　　したい

深町　幸子		議員

西　　次雄		議員

市が7割補助している薬剤

改良が進む幹線道路（柳地区）
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満
留　

消
防
広
域
化
に
つ
い

て
は
、
指
宿
市
と
２
市
で
の

協
議
に
入
り
た
い
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
課
題
と
対
応
策

は
。

市
長　

課
題
と
し
て
は
、
本

部
位
置
と
職
員
の
身
分
の
問

題
が
考
え
ら
れ
る
。
本
市
と

し
て
は
本
部
の
位
置
に
は
こ

だ
わ
ら
ず
、
消
防
署
の
設

置
、
分
遣
所
の
充
実
を
図
り

た
い
。
職
員
の
身
分
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
知
覧
・
川
辺

菊
永　

平
成
24
年
度
か
ら
全

国
の
中
学
校
で
武
道
必
修
化

が
実
施
さ
れ
る
が
、
本
市
の

安
全
対
策
・
指
導
者
の
確
保
、

武
道
場
及
び
用
具
な
ど
の
整

備
状
況
を
問
う
。

教
育
長　

中
学
校
で
は
、
新

し
い
学
習
指
導
要
領
の
全
面

実
施
と
な
り
、
体
育
で
は
、

１
・
２
年
で
武
道
が
必
修
と

な
り
、
３
年
で
は
、
球
技
・

武
道
の
中
か
ら
選
択
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

本
市
で
は
、４
校
が
柔
道
・

１
校
が
剣
道
を
指
導
す
る
計

画
で
あ
る
。

　

指
導
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
は
体
育
の
教
師
が
行
う

こ
と
に
な
り
指
導
者
の
実
技

分
遣
所
の
職
員
は
市
か
ら
の

派
遣
方
式
、
頴
娃
分
遣
所
の

職
員
は
プ

※

ロ
パ
ー
方
式
で
あ

り
、
合
併
時
に
統
一
す
る
の

で
は
な
く
、
職
員
の
希
望
調

査
を
行
い
な
が
ら
、
期
限
を

設
け
て
統
一
し
た
い
。

満
留　

各
市
（
南
九
州
市
・

南
さ
つ
ま
市
・
枕
崎
市
・
指

宿
市
）
が
単
独
で
組
合
を
組

織
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う

高
額
な
費
用
を
軽
減
す
る
た

め
に
、
そ
の
設
備
と
費
用
だ

講
習
は
、
平
成
21
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
育
成
が
図
ら
れ
て

い
る
。
指
導
に
困
難
を
来
す

場
合
は
、
地
域
な
ど
外
部
か

ら
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

け
を
共
有
す
る
方
法
も
考
え

ら
れ
る
が
可
能
な
の
か
。

総
務
部
長　

単
独
で
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
消
防
広

域
化
の
主
旨
に
反
す
る
も
の

で
あ
り
対
応
は
考
え
ら
れ
な

い
。

※
プ
ロ
パ
ー
方
式

　

消
防
組
合
職
員
と
し
て
採
用

そ
の
他
の
質
問

・
財
政
計
画

る
。

　

ま
た
、
武
道
場
、
用
具
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度

か
ら
進
め
て
き
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

・�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
・�

知
覧
平
和
公
園
の
管
理
運

営

必
修
化
対
策
は

教
育
長
／ 

指
導
者
の
育
成
が
図
ら
れ

て
い
る

武　道

消
　
防

広域化の課題と
対策は
市長／ 期限を設けて統一

したい
満留　秀昭		議員

菊永　忠行		議員

指宿地区消防組合本部

必修科目の武道
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塗
木　

基
幹
産
業
で
あ
る
お

茶
は
合
併
に
よ
り
生
産
量
・

生
産
額
と
も
に
日
本
一
と

な
っ
て
い
る
が
ブ
ラ
ン
ド
の

統
一
が
な
さ
れ
て
お
ら
ず
旧

３
町
時
代
の
銘
柄
で
販
売
さ

れ
て
い
る
。
茶
業
振
興
に
は

銘
柄
統
一
が
望
ま
れ
る
が
、

知
覧
茶
銘
柄
使
用
に
は
反
対

の
声
も
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の

取
り
組
み
と
方
向
性
を
問

う
。

市
長　

荒
茶
で
の
出
荷
が
大

半
を
占
め
る
た
め
、
銘
柄
統

一
に
つ
い
て
は
、
付
加
価
値

の
高
い
「
仕
上
茶
」
で
の
販

売
を
視
野
に
入
れ
た
、
新
た

な
流
通
拠
点
施
設
を
整
備

し
、
市
全
体
の
お
茶
を
一
カ

内
園　

国
民
健
康
保
険
税
は

高
す
ぎ
る
。
市
民
の
命
と
健

康
・
暮
ら
し
を
守
る
た
め
、

引
き
下
げ
る
考
え
は
な
い

か
。

市
長　

ひ
っ
迫
す
る
国
保
財

政
は
今
後
も
続
く
と
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
下
げ

は
、
非
常
に
難
し
い
。

内
園　

滞
納
者
は
何
名
か
。

税
務
課
長　

１
０
７
１
名
で

あ
る
。

内
園　

滞
納
額
は
い
く
ら

所
に
集
め
販
売
す
る
こ
と
で

銘
柄
統
一
も
で
き
る
と
考
え

る
。　

庁
舎
整
備
計
画
を
示
せ

市
長
／ 

既
存
施
設
を
活
用

し
て
い
く

塗
木　

当
初
予
算
に
お
い

て
、
知
覧
庁
舎
耐
震
補
強
工

か
。

税
務
課
長　

２

億
２
３
３
２
万

４
千
円
で
あ

る
。

内
園　

年
２
０

０
万
円
の
低
所

得
者
（
4
人
家

族
）
で
国
保
税

は
い
く
ら
か
。

税
務
課
長　

38
万

※

７
千
円
で

あ
る
。

※
試
算
条
件

・�

家
族
４
人（
夫

婦
、子
供
２
人
）

夫
婦
共
に
40
歳

以
上
65
歳
未
満

・
年
間
世
帯
所
得
２
０
０
万
円

・
固
定
資
産
税
額
6
万
円

敬
老
祝
い
金
は
訪
問
支
給
に

市
長
／ 

希
望
者
に
は
訪
問

支
給
を
計
画

内
園　

敬
老
祝
い
金
は
、
現

在
、
集
会
施
設
等
で
支
給
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
を
対
象
世

帯
に
直
接
配
布
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

市
長　

平
成
24
年
度
に
お
い

て
は
、
祝
金
支
給
は
高
齢
者

が
集
え
る
機
会
で
も
あ
る
こ

事
設
計
及
び
実
施
設
計
の
委

託
料
が
予
算
計
上
さ
れ
る
と

と
も
に
、
庁
舎
の
在
り
方
市

民
検
討
委
員
会
も
設
置
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
る
が
、
庁

舎
整
備
を
ど
の
よ
う
に
計
画

す
る
考
え
か
。

市
長　

平
成
24
年
度
か
ら
計

画
的
に
庁
舎
の
耐
震
補
強
工

事
を
行
い
、
で
き
る
だ
け
既

存
施
設
を
活
用
し
て
い
く
。

　

庁
舎
の
在
り
方
市
民
検
討

委
員
会
に
つ
い
て
は
、
長
期

的
な
視
野
に
立
っ
た
将
来
の

庁
舎
の
在
り
方
の
方
向
性
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
支
給

方
法
を
原
則
と
し
な
が
ら
、

訪
問
に
よ
る
支
給
を
希
望
す

る
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
連
絡
い
た
だ
く
よ
う
通

知
文
に
明
記
し
、
後
日
職
員

が
自
宅
訪
問
し
、
支
給
す
る

計
画
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問

・�

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対

・�

川
内
原
発
３
号
機
増
設
計

画
反
対

・�

交
通
安
全
対
策

銘
柄
統
一
の
考
え
は

市
長
／ 
仕
上
茶
の
流
通
拠
点
施
設
の

整
備
と
一
体
的
に
進
め
る

お　茶

保
　
険

国民健康保険税
引き下げを
市長／非常に難しい

塗木　弘幸		議員

内園知恵子		議員

出品茶の摘採
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吉
永　

川
辺
二
日
市
、
小
京

都
ふ
る
さ
と
祭
り
な
ど
の
イ

ベ
ン
ト
の
意
義
と
効
果
を
問

う
。

市
長　

イ
ベ
ン
ト
の
種
類
ご

と
に
違
い
は
あ
る
が
、
地
域

の
歴
史
や
伝
統
、
文
化
の
継

承
、
人
々
の
交
流
、
地
域
情

報
の
発
信
市
民
へ
の
娯
楽
提

供
、
経
済
効
果
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。

吉
永　

合
併
し
て
４
年
経
つ

が
今
後
市
全
体
で
新
た
な
イ

ベ
ン
ト
の
取
り
組
み
や
展
開

に
つ
い
て
問
う
。

市
長　

イ
ベ
ン
ト
の
歴
史
的

な
背
景
や
こ
れ
ま
で
の
実

績
、
効
果
等
を
評
価
し
な
が

ら
、
基
本
的
に
は
実
行
委
員

亀
甲　

今
後
さ
ら
に
高
い
技

術
を
持
っ
た
職
人
集
団
を
育

成
し
、
全
国
の
寺
や
仏
閣
の

修
理
等
を
行
う
こ
と
も
仏
壇

産
業
の
振
興
に
繋
が
る
と
思

う
が
、
技
術
向
上
を
支
援
す

る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

今
後
ど
の
よ
う
な
支

援
が
で
き
る
の
か
、
仏
壇
組

合
な
ど
業
界
の
動
向
を
み
な

が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た

い
。

会
の
判
断
に
な
る
が
、
こ
の

ま
ま
継
続
し
関
わ
り
を
続
け

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

吉
永　

各
イ
ベ
ン
ト
に
対
す

る
市
の
関
わ
り
方
を
問
う
。

市
長　

合
併
協
議
を
踏
ま

え
、
今
ま
で
の
３
町
の
取
り

河
川
改
修
に
つ
い
て

市
長
／ 

県
に
要
望
し
て
い

く

亀
甲　

二
級
河
川
大
谷
川
の

大
丸
上
井
堰
か
ら
上
流
は
未

改
修
の
た
め
、
大
雨
の
た
び

国
道
が
通
行
止
め
に
な
り
、

孤
立
す
る
世
帯
も
あ
る
。
今

後
の
改
修
計
画
を
問
う
。

組
み
形
態
を
踏
襲
す
る
形
と

な
っ
て
お
り
、
各
団
体
か
ら

の
補
助
金
交
付
申
請
を
受
け

て
、
効
果
的
な
イ
ベ
ン
ト
で

あ
る
か
検
証
を
行
い
主
催
団

体
に
交
付
し
て
い
る
。
イ
ベ

ン
ト
ご
と
の
運
営
も
実
行
委

員
会
が
中
心
と
な
り
独
立
す

べ
き
で
あ
る
。
今
後
も
側
面

か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

・
観
光
振
興

市
長　

井
堰
の
管
理
者
や
地

域
と
協
議
し
な
が
ら
河
川
改

修
が
早
期
に
実
施
で
き
る
よ

う
県
に
要
望
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
共
生
・
協
働

・
地
域
審
議
会

・
校
区
公
民
館

イ
ベ
ン
ト
の
意
義
と
効
果

及
び
今
後
の
展
開
を
問
う

市
長
／ 
今
後
も
側
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い

商工観光

産
　
業

仏壇産業の振興
について
市長／ 業界の動向をみな

がら検討

吉永　賢三		議員

亀甲　俊博		議員

にぎわう川辺二日市

高い技術を誇る川辺仏壇
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松
久
保　

福
島
原
発
事
故
は

多
大
な
被
害
を
も
た
ら
せ

た
。
原
子
力
か
ら
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
は
地

方
経
済
に
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、
太

陽
光
発
電
、
風
力
発
電
、
海

洋
発
電
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

な
ど
取
り
組
む
考
え
は
な
い

か
。

市
長　

総
合
計
画
基
本
計
画

で
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促

山
下　

高
齢
者
訪
問
給
食

サ
ー
ビ
ス
は
、
医
療
費
の
抑

制
と
安
否
確
認
な
ど
の
見
守

り
効
果
も
大
き
い
と
考
え
る

が
、
受
給
資
格
な
ど
の
見
直

し
を
行
い
拡
充
す
る
考
え
は

な
い
か
。

市
長　

旧
３
町
で
相
違
の

あ
っ
た
１
食
当
た
り
の
単

価
、
受
給
条
件
を
統
一
し
た

こ
と
で
利
用
者
が
半
減
し
た

地
域
も
あ
っ
た
が
、
条
件
の

一
部
緩
和
や
現
地
調
査
の
結

果
を
踏
ま
え
柔
軟
に
判
断

し
、
現
在
利
用
者
も
増
え
て

い
る
。
今
後
も
一
定
の
条
件

を
設
け
、
真
に
必
要
な
方
に

利
用
し
て
も
ら
う
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
き
た
い
と
思

進
を
図
る
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
導

入
支
援
事
業
補
助
金
制
度
に

よ
り
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
設
置
を
支
援
し
て

い
る
。
市
に
お
い
て
は
、
新

た
な
施
設
を
整
備
す
る
際
に

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設

置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
障
害
者
の
支
援
の
強
化
施
策
は

市
長
／ 

円
滑
な
サ
ー
ビ
ス
移
行

体
制
の
確
保
を
図
る

松
久
保　

制
度
改
正
に
よ
る

新
体
系
サ
ー
ビ
ス
へ
の
移
行

の
た
め
の
支
援
を
含
め
た
各

う
。自

主
防
災
組
織
の
　
　

　
　
　
　
育
成
強
化
は

市
長
／ 

訓
練
・
知
識
の
研
修

等
を
啓
発
し
て
い
く

山
下　

本
市
の
組
織
率
は
、

23
年
度
に
１
０
０
％
を
達
成

し
て
る
が
、
地
域
に
よ
っ
て

活
動
等
に
差
が
あ
る
。
組
織

の
育
成
強
化
・
活
性
化
に
ど

の
よ
う
に
取
り
組
む
か
。

種
障
害
者
支
援
の
強
化
施
策

に
つ
い
て
、
円
滑
に
提
供
で

き
る
よ
う
体
制
の
整
備
を
図

る
と
施
政
方
針
で
表
明
し
て

い
る
が
、
具
体
的
な
内
容
を

問
う
。

市
長　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
た
い
場
合
は
、
特

定
相
談
支
援
業
者
が
作
成
す

る
サ
ー
ビ
ス
利
用
計
画
案
を

勘
案
し
て
支
給
決
定
を
行

う
。
障
害
児
施
設
は
一
元
化

さ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
移
行
体
制

の
確
保
を
図
る
。
学
齢
期
の

障
害
児
に
対
し
て
は
、
日
中

一
次
支
援
事
業
の
受
け
入
れ

先
の
確
保
に
努
め
る
。

市
長　

組
織
に
よ
る
平
常
時

の
防
災
訓
練
・
知
識
の
研
修

等
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
災

害
時
の
被
害
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

る
。

　

組
織
結
成
後
、
訓
練
等
を

実
施
し
て
い
な
い
組
織
を
優

先
的
に
行
政
嘱
託
員
会
な
ど

で
呼
び
か
け
、
啓
発
用
の
チ

ラ
シ
等
を
作
成
し
、
多
く
の

団
体
で
実
施
し
て
い
き
た

い
。

そ
の
他
の
質
問

・
定
住
促
進
対
策

訪
問
給
食
サ
ー
ビ
ス

受
給
者
の
拡
充
を

市
長
／ 

現
地
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

柔
軟
に
判
断
し
て
い
き
た
い

高齢者福祉

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導入の取り組みは

市長／ 新エネルギー導入促
進を図る

松久保正毅		議員

山下つきみ		議員

知覧小の太陽光発電

高齢者訪問給食サービス
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津波対策は？

市　長
標高板を設置し住民への周知を図る。

　海岸線を中心に学校・施設等、幹線道

路などに、117箇所の設置を行なった。

（平成24年２月から）

質　問
永吉　義輝��前議員
平成23年６月定例会

蔵
元　

施
政
方
針
で
茶
業
振

興
策
を
策
定
す
る
協
議
会
を

設
置
す
る
と
あ
る
が
、
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
協
議
内

容
を
示
せ
。

市
長　

昨
年
度
制
定
さ
れ
た

茶
業
振
興
法
に
基
づ
き
、
品

質
向
上
の
促
進
、
加
工
流
通

の
高
度
化
、
統
一
銘
柄
、
消

費
拡
大
、
お
茶
の
文
化
創
造

な
ど
茶
業
振
興
方
策
を
策
定

し
て
い
く
。
農
家
所
得
の
向

上
を
図
る
た
め
に
は
、
仕
上

げ
茶
率
を
高
め
流
通
の
円
滑

化
を
目
指
す
必
要
が
あ
る
こ

と
か
ら
、市
、両
Ｊ
Ａ
、生
産

者
代
表
を
中
心
に
学
識
経
験

者
等
を
交
え
拠
点
施
設
の
計

画
か
ら
運
営
方
法
な
ど
３
年

間
を
め
ど
に
実
施
し
て
い
く
。

少
子
化
対
策
の
た
め
婚
活

支
援
等
を
行
う
考
え
は

市
長
／ 
24
年
度
に
、
出
会
い

応
援
事
業
を
計
画

蔵
元　

現
在
未
婚
や
晩
婚
化

が
大
き
な
社
会
現
象
に
な
っ

て
い
る
が
、
少
子
化
対
策
の

た
め
に
も
婚
活
支
援
等
の
対

策
を
行
う
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

地
域
に
残
る
若
者
が

減
少
し
て
き
た
こ
と
や
結
婚

に
対
す
る
考
え
方
の
変
化
な

ど
に
よ
り
男
女
の
出
会
う
機

会
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

平
成
24
年
度
に
、
出
会
い
応

援
事
業
を
計
画
し
、
イ
ベ
ン

ト
等
で
出
会
い
の
機
会
を
創

造
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

・
名
誉
市
民
条
例

茶
　
業

今後の振興方策は

市長／ 拠点施設の計画な
ど３年間をめどに

蔵元　慎一		議員

あの質問
提言はどうなった

茶業振興大会

設置された標高板
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知
覧
町
　
郡

小
金
園　

萌

　

私
は
今
、
川
辺
の
電
気
屋

に
勤
め
て
い
ま
す
。
働
き
始

め
て
数
カ
月
、
一
番
驚
い
た

こ
と
は
パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
使
用
率
で
す
。

勿
論
、
市
内
で
は
ほ
と
ん
ど

の
家
で
使
わ
れ
て
い
る
と
思

い
ま
す
が
、
少
し
地
方
に

行
っ
た
途
端
、
パ
ソ
コ
ン
を

使
い
こ
な
す
人
は
限
ら
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者

の
多
い
こ
の
地
方
で
は
、
関

心
は
あ
る
も
の
の
、
ど
う
せ

覚
え
ら
れ
な
い
か
ら
と
突
っ

ぱ
ね
て
し
ま
う
人
が
多
い
の

で
す
。
中
に
は
「
そ
ん
な
も

の
で
何
を
す
る
の
？
別
に
な

く
て
も
困
ら
な
い
し
」
と
い

う
人
も
多
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
今
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
サ
ー

ビ
ス
は
拡
が
り
、
気
軽
に
誰

と
で
も
繋
が
り
が
も
て
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

医
療
福
祉
の
場
で
も
取
り

入
れ
は
じ
め
た
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
、
Ｔ
Ｖ
通
話
で
の

診
療
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
利
用
さ
れ
、
家
に
居
な

が
ら
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

サ
ー
ビ
ス
は
ま
だ
限
ら
れ
た

人
し
か
受
け
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。

　

パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
は
な
く

携
帯
や
テ
レ
ビ
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が

利
用
で
き
る
媒
体
は
増
え
続

け
て
い
る
と
い
う
の
に
、
そ

れ
を
利
用
せ
ず
放
っ
て
お
く

こ
と
が
ど
ん
な
に
も
っ
た
い

な
い
こ
と
か
…
！
私
が
そ
う

思
っ
て
い
る
だ
け
な
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
使
い

こ
な
せ
！
と
い
う
の
も
無
理

な
話
で
す
。
た
だ
、
そ
れ
を

使
い
こ
な
す
こ
と
で
、
そ
う

い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
た
り
、
人
と
の
繋
が
り
を

拡
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。

　

ま
だ
ま
だ
手
軽
に
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
う
に
は
難

し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。そ
こ
を
市
が
、

国
が
、
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
気
軽

に
繋
が
る
よ
う
に
な
れ
ば
と

私
は
思
い
ま
す
。

　
　
　
頴
娃
町
　
郡

原
之
園　

親
男

　

南
九
州
市
に
住
ん
で
18
年

目
に
な
り
ま
す
。

　

東
側
に
開
聞
岳
、
前
面
に

東
シ
ナ
海
、
背
後
に
大
型
台

地
を
ひ
か
え
、
人
々
は
や
さ

し
く
活
気
に
満
ち
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
集
落
環
境
に

目
を
向
け
る
と
、
広
域
農
道

か
ら
頴
娃
小
学
校
、
Ｊ
Ｒ
え

い
駅
ま
で
の
区
間
だ
け
で

も
、
大
型
車
と
行
き
交
う
児

童
ら
は
命
が
け
で
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
に
身
を
寄
せ
る
姿
が

あ
り
ま
す
し
、
一
般
歩
行
者

も
対
向
車
も
大
変
で
す
。

　

何
と
か
安
全
が
保
て
る
道

幅
と
路
面
を
確
保
し
て
ほ
し

い
。

　

な
お
、「
観
光
立
市
」
を

掲
げ
る
南
九
州
市
と
し
て
玄

関
口
と
な
る
Ｊ
Ｒ
え
い
駅
の

ト
イ
レ
、
照
明
、
雨
宿
り
の

場
所
確
保
な
ど
全
体
を
明
る

く
で
き
な
い
か
ご
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

　

最
近
、
Ｊ
Ｒ
で
通
う
機
会

が
多
く
な
り
、
南
九
州
市
方

面
か
ら
鹿
児
島
中
央
駅
ま
で

の
便
数
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
こ
と
に
不
便
を
感
じ
ま

す
。

　

指
宿
駅
ま
で
は
「
な
の
は

な
号
」「
指
宿
の
た
ま
て
箱
」

の
利
用
客
が
多
く
活
気
に
満

ち
て
い
る
の
に
、
当
市
方
面

へ
は
直
接
に
新
幹
線
効
果
は

感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

今
こ
そ
英
知
を
絞
り
、
指

宿
か
ら
西
方
面
へ
の
観
光
客

の
誘
客
と
天
下
に
誇
れ
る
観

光
地
（
瀬
平
、
大
野
岳
、
白

砂
青
松
の
高
取
海
岸
～
矢
越

～
松
ヶ
浦
、大
川
釜
蓋
神
社
）

な
ど
の
浮
上
の
た
め
に
も
一

層
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

市　

民　

の　

声

▼
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　

峯
苫　

勝
範

副
委
員
長　

田
畑
浩
一
郎

委　
　

員　

亀
甲　

俊
博

下
窪　

一
輝

西　
　

次
雄

吉
永　

賢
三

　

田
畑
で
は
、
早
期
米
の
植

え
付
け
が
始
ま
り
、
本
市
の

風
物
詩
お
茶
の
新
芽
が
鮮
や

か
に
輝
き
春
を
感
じ
る
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
町
の
あ
ち

こ
ち
で
は
、
新
し
い
制
服
を

身
に
着
け
て
希
望
に
満
ち
た

子
ど
も
た
ち
を
目
に
し
、
心

温
ま
る
思
い
で
す
。

　

一
方
、
昨
年
３
月
11
日
の

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害

は
甚
大
で
、
い
ま
だ
に
行
方

不
明
者
が
何
千
人
も
い
る
現

状
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
自

然
の
怖
さ
と
、
災
害
対
策
の

大
切
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

た
。

　

議
会
と
し
て
も
今
後
さ
ら

に
災
害
対
策
の
充
実
を
図

り
、
市
民
の
安
心
・
安
全
を

第
一
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
制
５
周
年
の
年

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
地

域
住
民
の
声
が
行
政
に
反
映

す
る
よ
う
、
議
会
と
し
て
も

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
田
畑
）

編

後
集

記

次の議会は6月12日開会予定
手続き簡単！！�本館2階で
住所・氏名などを書くだけ

　
繋
が
る

生
活
環
境
と
交
通
改
善




